
(57)【要約】

【課題】必要に応じて棒状高周波電極だけを容易に交換

することができ、メインテナンスを非常に経済的に行う

ことができる内視鏡用高周波処置具を提供すること。

【解決手段】電気絶縁性の可撓性シース１の先端部分に

配置された棒状高周波電極２が、可撓性シース１内に進

退自在に挿通配置された導電性の操作ワイヤ３により可

撓性シース１の先端から突没操作されるように設けられ

た内視鏡用高周波処置具において、棒状高周波電極２を

操作ワイヤ３とは分離して軸線方向に進退自在に配置し

て、棒状高周波電極２を操作ワイヤ３とは無関係に可撓

性シース１から取り外すことができるように構成した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ た 棒 状 高 周 波 電 極 が 、 上 記 可 撓 性 シ ー
ス 内 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ に よ り 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら
突 没 操 作 さ れ る よ う に 設 け ら れ た 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に お い て 、
　 上 記 棒 状 高 周 波 電 極 を 上 記 操 作 ワ イ ヤ と は 分 離 し て 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 配 置 し て 、 上
記 棒 状 高 周 波 電 極 を 上 記 操 作 ワ イ ヤ と は 無 関 係 に 上 記 可 撓 性 シ ー ス か ら 取 り 外 す こ と が で
き る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 棒 状 高 周 波 電 極 が 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ に よ っ て 前 方 に 押 し 出 さ れ る 方 向 に 駆 動 さ れ る 請
求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 棒 状 高 周 波 電 極 を 上 記 可 撓 性 シ ー ス 側 に 押 し 戻 す 方 向 に 付 勢 す る ス プ リ ン グ が 設 け
ら れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 操 作 す る た め の 操 作 部 が 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 部 に 連 結 さ れ て
い て 、 上 記 ス プ リ ン グ を 圧 縮 さ せ て 上 記 棒 状 高 周 波 電 極 を 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 突
出 さ せ た 状 態 で 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 進 退 を 固 定 す る た め の 手 動 固 定 部 材 が 上 記 操 作 部 に 設 け
ら れ て い る 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 棒 状 高 周 波 電 極 が 通 る 孔 が 形 成 さ れ た キ ャ ッ プ 状 部 材 が 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部
分 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い て 、 上 記 キ ャ ッ プ 状 部 材 を 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分
か ら 取 り 外 す こ と に よ り 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 か ら 上 記 棒 状 高 周 波 電 極 を 取 り 外 す
こ と が で き る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 キ ャ ッ プ 状 部 材 が 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 に 螺 合 し て い る 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 用
高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 キ ャ ッ プ 状 部 材 が 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 に 対 し て 磁 力 に よ り 係 止 さ れ て い る 請 求
項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 棒 状 高 周 波 電 極 が 、 上 記 キ ャ ッ プ 状 部 材 の 孔 を 通 過 し て そ の 前 方 に 突 出 自 在 な ロ ッ
ド 部 と 、 上 記 キ ャ ッ プ 状 部 材 の 内 周 部 に 緩 く 嵌 合 す る 台 部 と を 一 体 に 連 結 し た 構 成 に な っ
て い て 、 上 記 ス プ リ ン グ が 上 記 台 部 に よ り 圧 縮 さ れ た 状 態 で 上 記 キ ャ ッ プ 状 部 材 内 に 収 納
さ れ て い る 請 求 項 ５ 、 ６ 又 は ７ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 操 作 ワ イ ヤ が 上 記 棒 状 高 周 波 電 極 の 台 部 の 裏 面 に 直 接 当 接 す る 請 求 項 ８ 記 載 の 内 視
鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 最 先 端 部 分 が 側 方 に 折 り 曲 げ ら れ て い て 、 そ の 折 り 曲 げ ら れ た 部 分 の
側 面 が 上 記 棒 状 高 周 波 電 極 の 台 部 の 裏 面 に 当 接 す る 請 求 項 ９ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 操 作 ワ イ ヤ と 並 行 し て 送 水 路 が 上 記 可 撓 性 シ ー ス 内 に 配 置 さ れ て い て 、 そ の 送 水 路
に ほ ぼ 真 っ 直 ぐ に 連 通 す る 通 水 孔 が 上 記 棒 状 高 周 波 電 極 の 台 部 と 上 記 キ ャ ッ プ 状 部 材 と に
形 成 さ れ て い る 請 求 項 ８ 、 ９ 又 は １ ０ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 棒 状 高 周 波 電 極 の 台 部 が 上 記 可 撓 性 シ ー ス に 対 し て 軸 線 周 り に 回 転 す る の を 規 制 す
る た め の 回 転 止 め 手 段 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ １ 記 載 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 通 さ れ て 体 内 粘 膜 の 切 開 、 切 除 等 に 用 い ら れ る 内 視 鏡
用 高 周 波 処 置 具 は 一 般 に 、 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ た 棒 状 高 周 波
電 極 が 、 可 撓 性 シ ー ス 内 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ に 連 結 さ れ て い
て 、 操 作 ワ イ ヤ を 手 元 側 か ら 進 退 操 作 す る こ と に よ り 棒 状 高 周 波 電 極 が 可 撓 性 シ ー ス の 先
端 か ら 突 没 す る よ う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ １ ３ ０ １ ６
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ １ ３ ５ ３ ７
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 処 置 具 を 通 し て い わ ゆ る 経 内 視 鏡 的 高 周 波 処 置 を 行 う
と 、 棒 状 高 周 波 電 極 と の 接 触 に よ り 焼 灼 さ れ た 組 織 の 焼 け か す 等 が 棒 状 高 周 波 電 極 に 焼 き
付 い て と れ な く な っ て し ま う 場 合 が あ り 、 棒 状 高 周 波 電 極 を 交 換 す る 必 要 が 生 じ る 。 ま た
、 こ び り つ い た 焼 け か す 等 を 削 ぎ 落 と そ う と し て 棒 状 高 周 波 電 極 を 破 損 し て し ま い 、 そ の
た め に 棒 状 高 周 波 電 極 を 交 換 す る 必 要 が 生 じ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 等 に 記 載 さ れ た 従 来 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に お い て は 、 棒 状
高 周 波 電 極 が 操 作 ワ イ ヤ に 固 着 連 結 さ れ て い る の で 、 棒 状 高 周 波 電 極 を 交 換 す る た め に は
、 操 作 ワ イ ヤ と 共 に 交 換 す る か 或 い は 可 撓 性 シ ー ス ご と ユ ニ ッ ト で 交 換 す る 必 要 が あ り 、
非 常 に 不 経 済 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 必 要 に 応 じ て 棒 状 高 周 波 電 極 だ け を 容 易 に 交 換 す る こ と が で き 、 メ イ
ン テ ナ ン ス を 非 常 に 経 済 的 に 行 う こ と が で き る 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 は 、 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ
ー ス の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ た 棒 状 高 周 波 電 極 が 、 可 撓 性 シ ー ス 内 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ
れ た 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ に よ り 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 突 没 操 作 さ れ る よ う に 設 け ら れ た
内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に お い て 、 棒 状 高 周 波 電 極 を 操 作 ワ イ ヤ と は 分 離 し て 軸 線 方 向 に 進
退 自 在 に 配 置 し て 、 棒 状 高 周 波 電 極 を 操 作 ワ イ ヤ と は 無 関 係 に 可 撓 性 シ ー ス か ら 取 り 外 す
こ と が で き る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 棒 状 高 周 波 電 極 が 、 操 作 ワ イ ヤ に よ っ て 前 方 に 押 し 出 さ れ る 方 向 に 駆 動 さ れ る よ
う に す る と よ く 、 棒 状 高 周 波 電 極 を 可 撓 性 シ ー ス 側 に 押 し 戻 す 方 向 に 付 勢 す る ス プ リ ン グ
が 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 操 作 す る た め の 操 作 部 が 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 部 に 連 結 さ れ て い
て 、 ス プ リ ン グ を 圧 縮 さ せ て 棒 状 高 周 波 電 極 を 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 突 出 さ せ た 状 態 で
操 作 ワ イ ヤ の 進 退 を 固 定 す る た め の 手 動 固 定 部 材 が 操 作 部 に 設 け ら れ て い る と 、 棒 状 高 周
波 電 極 を 任 意 の 突 出 状 態 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 棒 状 高 周 波 電 極 が 通 る 孔 が 形 成 さ れ た キ ャ ッ プ 状 部 材 が 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分
に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い て 、 キ ャ ッ プ 状 部 材 を 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 か ら 取 り 外
す こ と に よ り 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 か ら 棒 状 高 周 波 電 極 を 取 り 外 す こ と が で き る よ う に
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し て も よ く 、 そ の 場 合 、 キ ャ ッ プ 状 部 材 が 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 に 螺 合 し て い て も よ く 、 或
い は 、 キ ャ ッ プ 状 部 材 が 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 に 対 し て 磁 力 に よ り 係 止 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 棒 状 高 周 波 電 極 が 、 キ ャ ッ プ 状 部 材 の 孔 を 通 過 し て そ の 前 方 に 突 出 自 在 な ロ ッ ド
部 と 、 キ ャ ッ プ 状 部 材 の 内 周 部 に 緩 く 嵌 合 す る 台 部 と を 一 体 に 連 結 し た 構 成 に な っ て い て
、 ス プ リ ン グ が 台 部 に よ り 圧 縮 さ れ た 状 態 で キ ャ ッ プ 状 部 材 内 に 収 納 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ の 場 合 に 、 操 作 ワ イ ヤ が 棒 状 高 周 波 電 極 の 台 部 の 裏 面 に 直 接 当 接 す る よ う に し て も よ
く 、 操 作 ワ イ ヤ の 最 先 端 部 分 が 側 方 に 折 り 曲 げ ら れ て い て 、 そ の 折 り 曲 げ ら れ た 部 分 の 側
面 が 棒 状 高 周 波 電 極 の 台 部 の 裏 面 に 当 接 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 操 作 ワ イ ヤ と 並 行 し て 送 水 路 が 可 撓 性 シ ー ス 内 に 配 置 さ れ て い て 、 そ の 送 水 路 に
ほ ぼ 真 っ 直 ぐ に 連 通 す る 通 水 孔 が 棒 状 高 周 波 電 極 の 台 部 と キ ャ ッ プ 状 部 材 と に 形 成 さ れ て
い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 棒 状 高 周 波 電 極 の 台 部 が 可 撓 性 シ ー ス に 対 し て 軸 線 周 り に 回 転 す る の を 規 制 す
る た め の 回 転 止 め 手 段 が 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 棒 状 高 周 波 電 極 を 操 作 ワ イ ヤ と は 無 関 係 に 可 撓 性 シ ー ス か ら 単 独 で 取
り 外 す こ と が で き る の で 、 必 要 に 応 じ て 棒 状 高 周 波 電 極 だ け を 容 易 に 交 換 す る こ と が で き
、 メ イ ン テ ナ ン ス を 非 常 に 経 済 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ た 棒 状 高 周 波 電 極 が 、 可 撓 性 シ ー ス 内
に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ に よ り 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 か ら 突 没 操 作
さ れ る よ う に 設 け ら れ た 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 に お い て 、 棒 状 高 周 波 電 極 を 操 作 ワ イ ヤ と
は 分 離 し て 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 配 置 し て 、 棒 状 高 周 波 電 極 を 操 作 ワ イ ヤ と は 無 関 係 に 可
撓 性 シ ー ス か ら 取 り 外 す こ と が で き る よ う に 構 成 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 、 図 ３ は 側 面 断 面 図 で あ り 、 図 示
さ れ て い な い 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 挿 脱 さ れ る 例 え ば 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 等
の よ う な 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ た 棒 状 高 周 波 電 極 ２ が 、 可 撓
性 シ ー ス １ 内 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 導 電 性 の 操 作 ワ イ ヤ ３ に よ り 可 撓 性 シ ー ス １ の
先 端 か ら 突 没 さ せ る こ と が で き る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 可 撓 性 シ ー ス １ と し て 、 こ の 実 施 例 に お い て は 二 つ の 独 立 し た 孔 が 全 長 に わ た っ て 並 列
に 形 成 さ れ た い わ ゆ る マ ル チ ル ー メ ン チ ュ ー ブ が 用 い ら れ て い て 、 そ の 一 方 の 孔 に 操 作 ワ
イ ヤ ３ が 緩 く 挿 通 さ れ 、 他 方 の 孔 は 送 水 路 ４ に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ０ は 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端 側 に 設 け ら れ た 操 作 部 で あ り 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端 に
連 結 さ れ た 操 作 部 本 体 １ １ に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト １ ２ に 沿 っ て ス ラ イ ド 自 在 な ス ラ イ ド 操
作 片 １ ３ に 操 作 ワ イ ヤ ３ の 基 端 が 固 定 さ れ て い て 、 ス ラ イ ド 操 作 片 １ ３ を 進 退 操 作 す る こ
と に よ り 、 可 撓 性 シ ー ス １ 内 で 操 作 ワ イ ヤ ３ が 軸 線 方 向 に 進 退 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス ラ イ ド 操 作 片 １ ３ に は 、 手 動 固 定 ネ ジ １ ４ （ 手 動 固 定 部 材 ） が 取 り 付 け ら れ て い て 、
手 動 固 定 ネ ジ １ ４ を 締 め 付 け る こ と に よ り ス ラ イ ド 操 作 片 １ ３ を 任 意 の 位 置 で 操 作 部 本 体
１ １ に 対 し て 固 定 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 ス ラ イ ド 操 作 片 １ ３ に 設 け ら れ て い る 接 続 端 子 １ ５ に 、 図 示 さ れ て い な い 高 周 波
電 源 コ ー ド を 接 続 す る こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ ３ に 高 周 波 電 流 を 通 電 す る こ と が で き る 。
１ ６ は 、 送 水 路 ４ と 連 通 し て 設 け ら れ た 注 水 口 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 付 近 を 示 し て お り 、 導 電 性 の 金 属 材 に よ り 形 成 さ れ た 棒 状
高 周 波 電 極 ２ は 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ た キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ 内
に 軸 線 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に 、 操 作 ワ イ ヤ ３ と 固 着 さ れ ず に 単 独 で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ は 、 こ の 実 施 例 で は 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 に 螺 合 し て い る 。 Ａ が そ の
螺 合 部 で あ り 、 キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ を 軸 線 周 り に 回 転 さ せ て そ の 螺 合 を 解 く こ と に よ り 、 キ
ャ ッ プ 状 部 材 ５ を 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 棒 状 高 周 波 電 極 ２ は 、 前 方 に 向 か っ て 真 っ 直 ぐ に 伸 び る 細 長 い ロ ッ ド 部 ２ ａ の 基 部 に 太
い 台 部 ２ ｂ が 一 体 に 形 成 さ れ た 構 成 に な っ て い て 、 ロ ッ ド 部 ２ ａ は キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ の 先
端 中 央 に 形 成 さ れ た 孔 ５ ａ 内 を 通 過 自 在 で あ り 、 台 部 ２ ｂ は キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ の 内 周 部 に
緩 く 嵌 合 し て い て 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 で あ る が 孔 ５ ａ を 通 過 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ 内 に は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ ６ が 、 キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ の 先 端 裏 面 と
棒 状 高 周 波 電 極 ２ の 台 部 ２ ｂ と の 間 で 圧 縮 さ れ た 状 態 に 配 置 さ れ て お り 、 そ れ に よ っ て 棒
状 高 周 波 電 極 ２ が 常 に 後 方 に 向 か っ て （ 即 ち 、 ロ ッ ド 部 ２ ａ が キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ 内 に 没 す
る 方 向 に ） 付 勢 さ れ 、 台 部 ２ ｂ の 後 端 面 が 操 作 ワ イ ヤ ３ の 先 端 に 押 し 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 操 作 ワ イ ヤ ３ の 先 端 部 分 ３ ａ は 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 面 か ら 前 方 に
出 た 位 置 で 直 角 に 小 さ く 側 方 に 折 り 曲 げ ら れ て キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ 内 に 配 置 さ れ て い て 、 そ
の 折 り 曲 げ ら れ た 側 面 部 分 が 棒 状 高 周 波 電 極 ２ の 台 部 ２ ｂ に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 そ の 折 り 曲 げ 状 態 を 維 持 す る た め に 、 操 作 ワ イ ヤ ３ の 先 端 部 分 を 導 電 性 の 半 田 等
で 固 め る と よ い 。 た だ し 、 操 作 ワ イ ヤ ３ の 先 端 部 分 ３ ａ は 操 作 ワ イ ヤ ３ を 単 純 に 切 断 し た
形 状 で あ っ て も よ く 、 或 い は 棒 状 高 周 波 電 極 ２ と 当 接 さ せ る の に 適 し た 金 具 等 を 取 り 付 け
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 棒 状 高 周 波 電 極 ２ の 台 部 ２ ｂ と キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ の 先 端 壁 に は 、 送 水 路 ４ を 通 っ て 送 ら
れ て く る 水 を 通 過 さ せ る た め の 通 水 孔 ７ Ａ ， ７ Ｂ が 、 送 水 路 ４ に 対 し て ほ ぼ 真 っ 直 ぐ に 連
通 す る 位 置 に 形 成 さ れ て お り 、 送 水 路 ４ か ら 送 り 出 さ れ た 水 を キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ の 前 方 に
向 か っ て 噴 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 は 、 操 作 部 １ ０ で 何 も 操 作 し な い 状 態 で は
、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 棒 状 高 周 波 電 極 ２ が コ イ ル ス プ リ ン グ ６ の 付 勢 力 に よ り キ ャ ッ プ
状 部 材 ５ 内 に 没 し た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 操 作 部 １ ０ 側 か ら 操 作 ワ イ ヤ ３ を 押 し 込 み 操 作 す る と 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 さ れ
る よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ３ に よ り 棒 状 高 周 波 電 極 ２ が 前 方 に 押 さ れ て 、 棒 状 高 周 波 電 極 ２ が
コ イ ル ス プ リ ン グ ６ を 圧 縮 さ せ な が ら 前 方 に ス ラ イ ド し て ロ ッ ド 部 ２ ａ が キ ャ ッ プ 状 部 材
５ か ら 前 方 に 突 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 操 作 ワ イ ヤ ３ を 操 作 部 １ ０ 側 に 少 し で も 引 き 戻 す 操 作 を す れ ば 、 コ イ ル ス プ リ
ン グ ６ の 付 勢 力 に よ り 、 棒 状 高 周 波 電 極 ２ が キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ 内 に 押 し 戻 さ れ て 棒 状 高 周
波 電 極 ２ と 操 作 ワ イ ヤ ３ と が 常 に 接 触 し た 状 態 を 維 持 し 、 操 作 部 １ ０ に お い て 手 動 固 定 ネ
ジ １ ４ を 締 め 込 め ば 、 操 作 ワ イ ヤ ３ を 固 定 し て 棒 状 高 周 波 電 極 ２ を 任 意 の 突 出 状 態 に 保 持
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す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 焼 灼 さ れ た 生 体 組 織 の 焼 け 焦 げ 等 が 棒 状 高 周 波 電 極 ２ に こ び り 付 く 等 し て 棒 状
高 周 波 電 極 ２ を 交 換 す る 必 要 が 生 じ た 時 は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ を
可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 か ら 外 す こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ ３ を 可 撓 性 シ ー ス １ か ら 抜 く こ と
な く 棒 状 高 周 波 電 極 ２ だ け を 取 り 外 し て 新 し い も の に 容 易 に 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 付 近 を 示 し て お り 、 可 撓
性 シ ー ス １ に 対 す る キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ の 着 脱 を 螺 合 に 変 え て 磁 力 に よ り 行 う よ う に し た も
の で あ り 、 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 縁 と キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ の 後 端 縁 と に 磁 力 に よ り 吸 着 し 合
う 磁 性 体 １ ｍ ， ５ ｍ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ８ は 、 そ の よ う な 実 施 例 の キ ャ ッ プ 状 部 材 ５ が 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 か ら 外 さ れ て 棒
状 高 周 波 電 極 ２ が 取 り 出 さ れ た 状 態 を 示 し て お り 、 棒 状 高 周 波 電 極 ２ の ロ ッ ド 部 ２ ａ か ら
真 っ 直 ぐ 後 方 に ガ イ ド ピ ン ２ ｃ が 突 出 形 成 さ れ て 、 そ の ガ イ ド ピ ン ２ ｃ が 緩 く 嵌 合 す る ガ
イ ド 孔 １ ｃ が 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 側 に 穿 設 さ れ て い て 、 棒 状 高 周 波 電 極 ２ が 可 撓 性 シ ー
ス １ の 軸 線 周 り に 回 転 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 通 水 孔 ７ Ａ が 送 水 路 ４ に 対 し て 位 置 ず れ し な い よ う に
す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 可 撓 性 シ ー ス １ 側 の 磁 性 体 １ ｍ と 棒 状
高 周 波 電 極 ２ の 台 部 ２ ｂ と に 互 い に 係 合 す る 直 線 部 １ ｎ ， ２ ｎ を 形 成 す る こ と で 棒 状 高 周
波 電 極 ２ の 回 転 方 向 の 位 置 決 め に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 分 解 時 の 側 面 断 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 高 周 波 電 極 が 引 っ 込
ん だ 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 高 周 波 電 極 が 突 出 し
た 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 高 周 波 電 極 が 突 出 し
た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 先 端 部 分 の 分 解 時 の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 高 周 波 処 置 具 の 変 形 例 の 先 端 部 分 の 分 解 時 の 斜
視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 可 撓 性 シ ー ス
　 １ ｃ 　 ガ イ ド 孔 （ 回 転 止 め 手 段 ）
　 １ ｎ 　 直 線 部 （ 回 転 止 め 手 段 ）
　 ２ 　 棒 状 高 周 波 電 極
　 ２ ａ 　 ロ ッ ド 部
　 ２ ｂ 　 台 部
　 ２ ｃ 　 ガ イ ド ピ ン （ 回 転 止 め 手 段 ）
　 ２ ｎ 　 直 線 部 （ 回 転 止 め 手 段 ）
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　 ３ 　 操 作 ワ イ ヤ
　 ４ 　 送 水 路
　 ５ 　 キ ャ ッ プ 状 部 材
　 ５ ａ 　 孔
　 ６ 　 コ イ ル ス プ リ ン グ
　 ７ Ａ ， ７ Ｂ 　 通 水 孔
　 １ ０ 　 操 作 部
　 １ ４ 　 手 動 固 定 ネ ジ （ 手 動 固 定 部 材 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种用于内窥镜的高频治疗仪，其中，如果需要，仅
杆状高频电极可以容易地更换，并且维护可以非常经济地进行。 解决方
案：布置在电绝缘挠性护套1远端部分的棒状高频电极2通过导电操作线3
挠性，该操作导线3插入挠性护套1中以便前后移动。 在被设置成从护套
1的前端被推出和缩回的内窥镜用高频治疗仪中，杆状的高频电极2与操
作线3分开地布置，以能够在轴向上来回移动。 图2所示的构造被配置为
独立于操作线3而可从柔性护套1拆卸。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b396bc24-590b-4b8c-b884-6142d3f6adf0
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036709945/publication/JP2006217985A?q=JP2006217985A

